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だまされない生活力を身につけよう！

　“トイレのトラブル５千円”と書かれたチラ

シを見て電話をした。詰まりを直すために特殊

な洗浄剤を使用したとして８万円請求された。高額

すぎる。

　携帯電話を利用したメールが届いた。「問い合

わせ先」と書かれてあるところに電話をしたら、

延滞料金が発生しているという。どうしたらよいか。

　トイレ、洗面所などの水周りの修理トラブル

が増えています。自宅ポストに入っていた投げ

込み広告や電話帳に大きく掲載された工事業者がほ

とんどで、5000円程度の料金を表示していますが、

実際の工事後には10倍以上の金額を請求したり、威

圧的な態度になることもあります。緊急のときに備

えて元栓・止水栓の場所を確認しておき、水周りの

トラブルが起きても慌てずに、料金を確認してから

依頼しましょう。工事業者に当初依頼した目的と異

なることを勧められても、すぐに決めないように注

意してください。

　携帯電話を利用したメールが届くのは、ある１社

の携帯電話会社の利用者に集中しています。メール

に「問い合わせ先の電話番号」があるので、クリック

して高額な延滞料金を請求されていますが、契約が

成立しているとはいえませんので、絶対に支払わな

いでください。

　悪質業者の手口は日々進化し、その対応策も見直

されています。10年前は“はっきりノーと断りましょ

う！”が最優先でしたが、今は“覚えがなければ無

視する！”です。断ろうと連絡するのは、悪質業者

の思うツボになります。世の中には、多くの情報が

はんらんしていますが、正しい情報を見分ける力が

必要です。消費生活センターからのお知らせや新聞、

テレビなどの情報に関心を持ち、だまされない生活

上手な消費者をめざしましょう。


